
ＤＭ標準ファイルのＤＸＦ変換 
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ＤＭｃｎｖＤＸＦはＤＭ標準ファイル（［正規図郭ＤＭ］、［非正規図郭ＤＭ］という２種の地形データがあります）を図郭

毎に、あるいは１枚図面としてＤＸＦ変換するものです。座標値としては平面直角数学座標で、図郭毎に、また一枚図面と

してＤＸＦファイルを出力します。また、図郭毎に左下隅を原点とした相対座標（いわゆる紙上の図面座標）でもＤＸＦフ

ァイル出力できます。この時は縮尺を指定するか、実長をｍ単位で表わしたもの（縮尺1：1000と考えても同じです）の何

れかとなります。 
線データはポリラインで変換され、注記はＴＥＸＴまたは線形状（漢字ストロークによる線データ）の選択ができ、地図

記号もＰＯＩＮＴまたは線形状（ストロークによる線データ）の選択ができます。注記は大抵の場合ＴＥＸＴ型が便利です

が、第二水準の漢字等はＣＡＤの側に用意されていない場合があります。地図記号や注記の縦書き、あるいは間隔を有する

注記を、ＤＭの白地図に忠実に変換しようとすれば＜線形状＞による他ありません。これらは実情に合わせて変換できます。 

［ＤＭｃｎｖＤＸＦの適用範囲］ 
 対象となる地図データはＤＭ標準ファイルです。 
［正規図郭ＤＭ］：直交格子の図郭で取得された縮尺１：２５００等の都市計画系ＤＭ地図等 

  ［非正規図郭ＤＭ］：全国の河川事務所で作成されている、格子状でなく任意の向き、大きさの図郭で取得された 
縮尺１：２５００等の河川系ＤＭ地図等 

 ＤＭ地形図の縮尺は１：２５００のみならず、１：５０００や１：１００００も全て実行できます。測地系も世界測地系、

日本測地系を問わず実行でき、座標系も問いません。地図データは１枚の図郭でも、６００枚の図郭でもかまいません。  

複数の図郭を「一枚図面として変換」する際には同一座標系でなければなりませんが、同一座標系でさえあれば枚数に制限

はありません。図郭毎の変換では座標系が異なっていても構いません。 

［ＤＭｃｎｖＤＸＦと基盤地図情報］ 
 平成２０年４月から、国土地理院のサイトより「基盤地図情報ダウンロードサービス」が開始されました。  
 基盤地図情報は５ｍ標高メッシュや１：２５０００地形図等、各種の地形データから成りますが、特筆すべきは白地図つまり都市計画基

図と呼称される１：2500デジタルマッピング地形図をベースに作られた基盤地図情報を含んでいる、ということです。 
 このデータは下記の１３種： 
  （１）測量の基準点  （２）海岸線 （３）公共施設の境界線（道路区域界） （４）公共施設の境界線（河川区域界） 

（５）行政区画の境界線 （６）道路縁 （７）河川堤防の表法肩の法線 （８）軌道の中心線 （９）標高点 （10）水涯線 
  （11）建築物の外周線 （12）市町村の町・字の境界線 （13）街区の境界線 
から成るものですが、要約すると、道路縁と建物形状、鉄道（軌道）、水涯線、行政界といった謂わば「デジタルマッピング（ＤＭ）地形

データ」の核心部分を含んでいます。ＤＭｃｎｖＤＸＦは、このような「基盤地図情報」のＤＭファイルに対して、ＤＸＦ変換が実行でき

ます。 
［１］基盤地図情報（１：2500ＤＭ地形データ）のＤＸＦ変換 
 完全形ではありませんが、主要な項目を含んだ有用なＤＭデータです。ＤＭ標準ファイルに準じてＤＸＦ変換できます。 
［２］基盤地図情報（１：25000ＤＭ地形データ）のＤＸＦ変換 
 １：25000 地形データを１：2500 国土基本図の図郭割に従って取り直した地形データです。日本全国を都道府県単位で網羅していて、

海岸線、行政区画、道路縁、軌道の中心線、等高線（標高点と表示されています）、水涯線から成ります。元が１：25000 地形データです

から、海岸線や等高線のような、広域の地形図に適しています。このＤＭ形式データもＤＭ標準ファイルに準じてＤＸＦ変換できます。 

［動作環境］ 
価格 9,500 円＋税 

ＯＳ：Windows Ｘｐ，Ｖｉｓｔａ，７ 
ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ３００ＭＨｚ以上を推奨 
メモリ：１２８ＭＢ以上を推奨 
ハードディスク：プログラム部１ＭＢ 
ディスプレイ：１０２４ｘ７６８ドット以上を推奨 

(インストールにＣＤドライブが必要です) 
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